
積極的に自己表現 しようとする意欲が目立ち,優

秀な作品が多く,発 表内容に工夫があり,効 果的

な学習が行われている。学生により制作 されたス

ライ ドと実際の発表 における傾向を分析 し,学 生

のプレゼンテーションに対する習熟度 を明 らかに

する。

【方 法】学生が授業で課題として制作 し,発 表

を行ったプレゼンテーシ ョンスライ ド111名 分を

資料 とした。課題は,各 自のスライ ド制作時に負

荷 がかかりにくい 「自分の好きなこと(趣 味)に

ついて」 とし,発 表時間は3～5分 とした。スラ

イ ド制作方法はPowerPoint2010の 基本操作 とス

ライ ド作成,ス ライ ドデザイン,ス ライ ド編集,

オブジェク ト応用,ア ニメーション応用,プ レゼ

ンテーシ ョンの実際について,講 義 と指導を行っ

た。各スライ ドに学習 した手法が適応 されている

かを調べ,学 生の習熟度を求めた。また,プ レゼ

ンテーションの内容についても調査 した。

【結 果】扉 の設置,ス ライ ドデザインの使用,

箇条書 きの使用については100%の 学生がスライ

ドに適用 していた。 さらに画像の使用は98%,ア

ニメーシ ョン(オ ブジェク ト)は88% ,ア ニメー

ション(画 面切替)は52%と 適用度 が高かった。

効果音の使用は21%,動 画の使用は13%,ス マー ト

アー トの使用は9%,ク リップアー トの使用は4

%と 適応度 は少ない傾向であった。制作 された

スライ ドは平均9.3枚 であった。プレゼンテーショ

ンの内容は多様で,偏 りはなかった。

【まとめ】学生は学習 したスライ ド手法 を各自で

応用 してスライ ド制作 を行っていた。ファイルの

リンクや,複 雑な設定 をともなう手法は使用頻度

が低いが,授 業中に強調した手法は積極的に取 り

入れていた。まとめやすい課題を選択 したことに

より,プ レゼンテーション技術に集中することが

でき,効 果的な学習が行 えたと考 えられる。 プレ

ゼ ンテーションの内容は多様であり,発 表時には

学生の熱心な主張が表現できていた。
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【目 的】I.C.TIは 歯 学部 第1学 年 の科 目と し

て,コ ンピュー タの基礎 教育 を行 って いる。学習

項 目の1つ であ るプ レゼ ンテーシ ョンは,学 生の


